
敦賀、来たよ~

2011.09.10

たくさんの夢を乗せた新幹線がゆっくりと駅から離れていく。本当の意味で新しい生活が、ようやく始まった......

言いたかったことを口に出来ないまま、お別れ。すごく楽しく笑っていたけれど、心の中は、複雑だった(興奮、不安、期待、それからちょっとの感傷感...)。

列車が動き出す。ゆっくりと前進する。それなのにわたしはどこから切り出したらいいか分からない——

“列車は米原行き”...“わたしたちは電車を乗り継ぎ敦賀へ向かう”...

“これは琵琶湖。日本で一番大きな淡水湖です”...

同行してくださった先生はすごく優しい方で、道中色んなものを紹介して下さった。道中色んなことを聞いたし、見たし、それに色んなことを考えた——

    

    台風も来たみたいだけど、私たちを歓迎してるのかな？

    ホストファミリーがどんな感じか知りたいな~

    学校は山の上にあるらしいから、景色が良さそうだな

    一人で自転車に乗って街中を周りたいな~
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    素敵！敦賀にもこんな景色があるのかしら？

    親友にはめぐり合えるかな？

    私の使命、目標はなんだろう？

    ... ...

（うん、確かにちょっと思考が混乱してるね...でも——   

                                          まだ終わらない。つづく......)

                                                                                 



1週間たったよ❤

2011.09.10

いつの間にか、この部屋で1週間の時間を過ごしているんだね。毎日とっても充実していて、すごく楽しい。特に、ホストファミリーのお父さんお母さんと話している時。言い
たいことのほとんどは正確に伝えられていないのかもしれないけれど、努力すればきっと大丈夫だって信じてるよ。

  今日は中国の「教師の日」。日本に「教師の日」があるのかは知らないけれど、日中交流センターの先生方、良い「教師の日」をお過ごし下さい！！！
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敦賀-発見

2011.09.14

ここにきて、しばらくがたちました。この何日か、学校からの帰り道で気づいたことが。日本って本当に“細やかな気配り”の国ですね...

1.どんなにせまい交差点でも、その先に小学校や幼稚園があったら、かならず道のわきにはこの標識が立っています：“子どもや自転車の飛び出しに注意”

2.敦賀では、排水施設もとても良く整備されています。どの通りの下水道もメンテナンスされ、    通りのすみずみまで、それはしっかりとおこなわれています...

3.どの家の門にも表札がかけられ、家族一人一人の名前が書いてあって、誰が見てもすぐわかるようになっています。...

4.真っ白な靴を買って、履き始めて１週間以上たっても、全然汚れませんでした。その後、ちょっと汚してしまったのも、自分で自転車をひっぱっているときに、足を踏んでし
まったから。（もちろん、自転車だってぴかぴかですよ）...あらためて、日本の都市環境には驚かされます。
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二週間

2011.09.18

はあ、この二日は本当に疲れた。でも充実してて嬉しい。

さっき雨が降った。外の光が眩しい。でも空は青くて、とても綺麗。

でも雨が降ると靴が汚れる...ここは中国と逆なんだよね（中国では雨が降ることで靴の汚れが落とされる・・・）

でもあたしの靴はまだこんなに綺麗い！！！

 

この靴は敦賀に来た翌日に買ったもの。それからずっと履いてるんだ。

これは学校の。もうこれを履いて５，６回授業を受けた。こんなに綺麗なままなんて本当に不思議．．．

日本の環境にまた驚かされたなあ！

ちなみに、私靴フェチじゃないからね...
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いろいろ

2011.09.18

日本人て本当にプレゼントを贈るのが好きだね。

昨日銀行に口座を開きに行ったら（そういえば、銀行だけじゃなくて、その他のお店も閉店がすごく早いんだよ。３時か４時には閉まっちゃう。週末も休みだし…）、手続きが
終わった後そこで３０分待って（彼らの仕事のスピードについては何も言わないことにする）、貯金する時にペンをくれた…

 

お昼ごはん。

このネズミには驚いた…装飾用なんだって。

ホストファミリーのお母さんは子供の心を忘れていない人。このネズミが面白いからって、買っちゃったんだよ。
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“お客様”が来ました

2011.09.20

  また台風が“私たちに”会いにやって来た。

雨の敦賀も、また普段と違った風情。山に囲まれたこの街は、霧が出るとまるでこの世のものではない桃源郷のような風景に変わる。ただ、その桃源郷は、ちょっと現代化され
てるんだけど。——

日本の気候、雲って、何を考えているのかさっぱり想像できない。人の表情より早くその形をコロコロ変える。ご飯を食べに出かけたとき、家を出るときはまだ曇り空だったの
に、家から数百メートルも離れていないところで、大雨に降られてしまった。...

私たちの学校にも客様が。NHKの記者、カメラマンさんたち（学校の先輩が、漢語橋中国語コンテストの西日本代表になったので、その取材に）。

私がその発音を直すお役目をおおせつかったので、カメラマンさんが撮影に来ました（-.-；）

これがその取材場面。

日本人って、話し方が遠慮がちなだけじゃなく、発音まで"遠慮がち"だね...学校の中国語の授業で、先生が大きく口を開けて発音する練習をさせても、みんな半分くらいしか開
けないの（例えばAの発音する口のとき、みんなはもう十分開けていますって言うんだけど...）、先生は“もっと大きく口を開けて！”ってくりかえすの。でもみんなは“もう、め
いいっぱい開けてるよ”ってボソっと...
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自分の手で、豊かな生活を！

2011.09.21

招かざるお客様、台風のおかげで休校に...

でも今はもう晴れてるよ

すごく清々しい。

この前は、お母さんに教えてもらいながら、一緒に作ったけれど、今回はなるべく自分で、うどんを作ってみました。豊かな生活のためにね~

これが前回の材料

前回のと比べると、今回のはちょっとシンプルだけれど、お母さんがネギも入れたほうがいいわよって言ってくれたので、ちょっといろどりもよくなりました...
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チョコは（他の甘いものもね）お母さんが“betsubara”よって。それとこれもね——

味は旺旺の甘いおせんべいに似てるかな...



うなぎ、おいしい~

2011.09.23

トンネルを抜けると、しとしとと降っていた小雨がまるでお盆をひっくり返したような大雨に取って代わられた。ずっと楽しみにしていたグルメ——うな重、淡水、待ってまし
た~

ここの湖はすごく雰囲気があって、特に雨の日は、更に情趣に溢れてた

蜘蛛も雨が好きなのかな？それとも彼もここの美味しさに惚れ込んじゃったのかな？一緒に集まってくるなんて...

ここはほんとに素晴らしいところだよ。どこを切り取っても絵になるもん~
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こんな素敵なところに連れてきてもらえて、ホストファミリーのお父さんとお母さんにほんと感謝だよ~お腹いっぱい頂いちゃった~



自分の手で　豊“衣”足“食”

2011.10.04

ここのところ確かに忙しくて、日記も書いていなかったんだけど、何日か前に書いた日記はもうみあたらないね。

疲れてるけど、これからもがんばらなきゃ！

まずタイトルの内容について。今回はこのタイトル“豊衣足食”これが今の私の気持ちにはぴったり...

話は１週間前にさかのぼって。肉団子を作っているときに、この前、自分で服を買ったことを思い出したの。これって“衣”が満ち足りてるってことで...

話を戻して。

その日の午後、お父さんと草むしりをしていたら（この家では、家庭菜園もしているの）こんな“意外な収穫が”。これは“戦場にあがるまえ”のこのコたちの記念撮影...

一番書きたかったのはこの“korokke”のこと。これはお母さんと一緒に作ったの。もちろんおいしかったよ~

作り方は簡単なんだ。下のをみながら説明よんでね。。~
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牛肉、たまねぎ（草むしりの時の収穫物）

ゆでたジャガイモ

しっかりあわせて~（混ぜ込むんだけど...けっこう力がいるの。お母さんに“手なれているわね”ってほめられちゃった...）

 

それからペタペタと形を整えて、卵、小麦粉、，パン粉をつけて“揚げる”...



私の手までパン粉がついちゃった“揚げ”ちゃおうかな。なんちゃって~

他のおかずも一緒に。プロジェクト、完了！（私の日記プロジェクトもここに完了！）



福井日帰り旅行　博物館で大発見

2011.10.11

ついにずっと楽しみにしていた福井への日帰り旅行へ行ってきました。さあ、すてきな朝に出発です。朝の松原も素敵でした。緑が心に染み入ってくるようです。ずっと高速道
路を走っていると、道はどこまでも深い緑色に囲まれ、思わず息が苦しくなってくるよう。トンネルに入って、やっと一息。

絶妙なシャッターチャンス。光と影の加減で思いがけない効果の一枚に。

トンネルを抜けると、そこは「shuizu」というところ。すぐにカメラを取り出し湧き上がる雲を撮影...私ってもしかして雲マニア？（敦賀でも雲の写真撮りまくったし）...そ
こからはずっと遠くまでみわたせる道路が。田んぼの風景がどんどん流れていくんだけど、まだこれを撮りきれる腕はないみたい。壁まで写っちゃった...

お昼ご飯。私たちが食べたのは...「お腹を満たす」っていうだけのものじゃなくて。

 

では、続きを。——福井歴史博物館！

福井でリボンの生産が始まったのは明治後期から。以降、とても人気があり、生産量も全国一位、現在では全国の生産量の九割を占めるほどに。やっぱりリボンってきれい~
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夢楽洞——絵師たち（朝廷のかはよくわからない...）の作業場

 

可愛い石の子ザル。聞かざる、見ざる、言わざる

 

古代の人々が作ったものには驚嘆しちゃう。この管玉はかなりの年代物~

 

北前船と私~  福井には昔たくさんの船長さんがいたんですって~



 

昭和の生活——博物館で、人々の暮らしをこんなに細かく再現するなんてすごい！生きていた時代が違うけれど、この中をゆっくり歩いていると、“タイムスリップしてもどっ
て”きた感じに。なんだか街の喧騒までが聞こえてくるような...かつての時代の車、町並みにお店、しかもその時代の学校の机、制服まで、展示されています。

今日は、見たことがないかつての日本をこの目で見ることができました。すごくこの時代にも興味がわきましたよ。

きっとまだまだ、記録すべきことがあるはずですな。それを見つけ、記録し、感想を書き留めますね。



色々と――最近結構忙しい

2011.10.15

ここ何日かはすごく充実している。実際は忙しいという形容詞を使った方が的確なんだけど...たくさんのことを経験して、そしてまた色んなことを楽しみにしている。9月に1
ヶ月のまとめが書けなかったから、この日記を替わりにしようと思う（ちょっと遅くなったけど...）

経験というのは——O(∩_∩)Oふふ、実はわたし先日のクラスの演説大会で1位に輝いたんだ~（級長と同列だったけど...）記念に書いとく~

——さくさくっと1000文字の作文も終わらせたよ（句読点とかも入れると1200字以上！~）多分色々ミスばかりだと思うけど...それでもやっぱり自分の努力と何度も繰り返し
推敲した成果だと思うんだよね！

——わたしはグルメではないけれど、最近食べ物に関する日記をたくさん書いてるということに気付いた- - 実はここ何日かも色々美味しいものを食べたんだけど、写真をアッ
プするのがちょっと...時間があったらまたみんなに見せてあげるね

——中池見に関しては、またしっかり日記を書くつもりでいるんだ。楽しみにしてて下さいな~

——ほぼ何日かに一回の割合で英語の先生のところに通ってる。それは他でもない—古城紹介の発表のためである。この発表のためにわたしはもう長い間準備をしてきた。しか
し何度も先延ばしにされ、その度に何度も手直しをして...でもこういう手直しをするという作業は、やればやるほどますます良くなっていくもの。わたしにとっては一種の勉強
にもなったし、自ら体験するというのはなによりも大切なことだ。

——先生の真摯さにも感動した—昨日理科総合の先生に質問をしに行ったんだけど、多分わたしがバカなせいで中々理解出来なかったのね。それで結局始業のチャイムがなって
も終わらなくて、途中だったけどもうこれでおしまいかなって思ってたら、それから何時間目かに、先生がまるまる2枚の紙に解説を書いてクラスまで届けに来てくれたの！—
感動したし、すごくありがたかった。

——お父さんが出張で韓国に行ったお土産に、珍しいものを色々買ってきてくれたよ。わたしにくれたやつを載せとくね...

 

 

期待というのは——2日後の“国際交流会”でのスピーチ。それから着物の試着~❤、すごい楽しみだなぁ。自分が着物を着たらどんな感じなのか見てみたい~

——马もうすぐ中間テスト。わたしは果敢にも全教科受けることにした...特に以前あまり聞き取れなかった歴史は、固有名詞—人名地名事件戦国大名の名前なんかが溢れかえっ
ちゃってるんだけど...でもしょうがないよね。頑張ってる方がわたしらしい。

——一週間後に引越しがあるんだ。なんか以前よりも学校から離れたような気がする（もうすぐ冬なのに自転車通学のわたしは一体どうしたらいいの）お母さんも未だに次のホ
ストファミリーの家のお母さんが自分の知り合いかどうか気にしてるし。わたしが一通り説明したら、どうやらはっきりしたみたいなんだけど...

——ふふ。。古城についての発表~
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——テストが終わったらきっと時間も出来るでしょ。ずっと暖めていた“長編大作”が未だにアップ出来てないんだよね...もう待ちきれないよ。

 

最近はどうしたものか、ずっと自分のこれからの発見に期待するようになった。どんどん、未来を好きになってきた気がする。



Happy Birthday To Me~

2011.10.17

次にどんな嬉しいことが起こるか、それを知ることは永遠にできない。

今朝、起きてすぐ受け取ったメールから、今日が特別な日だってわかりました。高木さんたち、学校のみんなのメールがなかったら、忘れちゃってたかもしれません。何と今日
が自分の誕生日だってことを~なので、起きて先ず笑顔で一言——“Happy Birthday To Me！”これが、私の素晴らしい一日の始まりです。

いつも通りに顔を洗って、朝ご飯を食べて、自転車に乗って、学校へ。自分の席は——一列目。いつも通りの教室。そのとき私の後ろからそっと、二人のクラスメート近づいて
きて、何気ない様子で私の机のところまでやってきました。でも手には何かを持っている。——なんてきれいな赤！——あの紙袋の中には、きっと何かサプライズが。

 

“開けてみると~”

わあ、きれいなノート、表紙には三屋さんの——見覚えのある筆跡で——私とみんなの名前が書いてある！

ワ、面白いイラスト——中はどうなってるのかな？はやくみたい。

ちょっと子供っぽいカード、でもそれは“日本海を超えた友情”！（o(∩_∩)o ハハ、なんだか官報のコピーみたい...）

 

それからは数えきれないほどの“お誕生日おめでとう”と、歌。知っているものもよくわからないものも。同じクラスの人も他のクラスの人もからも。一日中、幸せにどっぷりつ
かっていました。

“お誕生日だね！おめでとう~”

“なんで誕生日だって言ってくれなかったの。プレゼント用意するのに~”
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“じゃあ、お昼にプレゼントでおごるね。”

... ...

 

お昼は、いつも通りみんなとお日様の光あふれる小教室で楽しいお昼ごはんタイム。すべてがいつも通り、あの時がやってくる気配なんて微塵も感じられなかったんです。

教室に帰って、自分の席に着く。授業の準備をガサゴソしていたら、何か気配が。朝の二人がまたやってきて、ワア、すごいケーキ！大好物のチョコレートまで~❤（三屋さん
が、自分で作ったんだよって）みんなでいただきます。その時ケーキを取り囲んでいたのは１０人ちょっとだけだったけど、何度も何度も“Happy Birthday To You”，を歌って
もらいました。クラスみんなの気持ちがひしひしとつたわって来ました。そして、故郷で味わうような友情をかみしめて。

 

午後はまた回転ずしへ。前に行ったお店です。テーブル席で３人友だちと。もう何とも言えない幸せな気分で胸がいっぱいです。

 

(８皿なんて、こんなにたくさん初めて食べちゃった。やっぱり、“嬉しいことがあると、気分が高揚する”んですね)

家に帰ると、お父さんとお母さんはまだ帰っていませんでした。いつも通り、お仕事がんばってるのかな。しばらくすると、帰宅した二人の呼ぶ声が下から聞こえてきました。
降りていくとびっくりすることが。——真っ暗な部屋の中で素敵なデコレーションのかわいいフルーツケーキが目に入って来ました。——

 

お父さんがこのケーキを受け取りに行くときも、ちょっとしたトラブルがあったようです。こんなかわいいケーキにも、みんなの苦労が詰まっているんですね。ありがたくいた
だきます~このケーキにも、大好きなチョコがのっていました。しかもホワイトチョコ！！~~

感動していると、お母さんがセンターからの手紙を持ってきてくれたんです。かわいいプレゼントと、みんなとの記念写真も。記憶のページをめくると、日本に来てからのあれ
これがはっきりとうかんできます。なにもわからなかった高校生たちが、今ではそれぞれの留学の場所で、もう１か月を過ごそうとしています。“留学生”たちは一歩ずつ、くっ
きりとそれぞれの足跡を心の中に刻んでいます。時間がたつのって早くて、遅いって改めて気づきました。言葉ではうまく言い表せない気持ちですが、こうして、充実した楽し
い希望にあふれや毎日を過ごしています。

 

友達、家族、先生方からの、プレゼント、ケーキ、メール、それとネットのバースデーカード、メッセージありがとうございました。たった一言の“誕生日おめでとう、米”，だ
けでも、大きな大きな、感動をもらいましたよ。言葉の力って弱いけど、毎回毎回の、“ありがとう”って言葉は大きな感動を呼び起こしてくれますよね。なかなか、口にするこ
とができないんですが。

中国のお母さん、いつもありがとう。



誕生日っていいですね。

あしたは“戦場”に向かわなくちゃいけないけど（実は明日は中間試験...）でも、この本人はすっかり忘れていた記念すべきこの日をきちんと書き残そうと思います。（口幅った
いですが。申し訳ありませんでした。翻訳の先生お疲れ様でした~）。

 

 

 



“車を駆りて古原に登る”――中池見

2011.10.23

あ、誤解しないでね。本当に車で古原なんて行ってないし、実際は——

ハハ、中池見。

ある日の午後、お母さんが、車で中池見に行ってみないって誘ってくれたの。

“そびえる山々”なんてないし、“迸る清流、”、なんてのもなくて、そこは鄙びた山道と、ありのままの自然だけ。車を降りると、そこはずっと昔からここでの暮らしを営み続け
てきた人々の時間がゆっくり流れている。まさに——“人と自然が共に生きてきた村”。この山道の先には何があるのかな？これは敦賀の昔ながらの農家を知る絶好のチャンス。
ハハ、Ｇｏ~

 

米　淳華さんの日記



敦賀は岭南地域（若狭湾）に位置し、農家の家屋も、当然若狭様式のものより敦賀のに近い。——大黒柱はケヤキ材を使い、何百年も前からの茅葺の屋根、ここではそれを垣間
見ることができる。

 

農家においてある農具も、時代がかっているね。なんだか小さいころ、畦道を走り回っていた時のことを思い出しちゃった。——

これぞ敦賀の伝統的な農家。天井はなかったんですって

 

 

トトロのメイちゃんを思いだしちゃう。。。

 



それから湿地帯の“歩道”を歩いて、ビジターセンターへ。とってもユニークな外観。農家と今風なカンジとが、うまく融合されて、私は好きだな~

 

湿地を通った時に、写真も撮りました。すごく素敵な風景！~でも私の腕はまだまだなので、写真、見てみてね...撮ったこっち側、雑草が多くて...でも花はきれいだよね、いい
かんじ。

ビジターセンターで、中池見の資料や展示物を見て回って何万年もトリップしたみたい。

 

きれいな蝶にトンボ、こんなにたくさんの種類全部が中池見で収集されたなんて！！



蜂の巣。

ここはまさに生物のパラダイス。何万年もの間、生物がここで暮らしてきたんですね。ここには１万年前の生物も生息しているんだとか。ここ中池見は手の形のような山あいの
盆地に位置して、他にも前、後池見もあるんだとか...地層からみると、上層部は高有機土、下層部はなんとかっていういろいろな粘土、さらにその下は岩盤なんですって。

時代の移り変わりとともに、絶えず変化をしてゆく、生物、風景...

疲れて、家に帰る途中で、ちょっとした発見——

 

栗~❤~でも中身はカラッポ。。。

それと名前はわからない可愛い木の実。カジッてみたい~

中池見は、今から約3、4百年前の江戸時代に、人々によって発見されました。そして何週間か前には私にもね。前、後見池もあるっていうので、これも見に行ってみたいな。

誰に言う晩に向んとして意適はず、唯車を駆りて古原に登らんとす。





最近のことを少し

2011.10.30

最近のこと...

10.22，全ての準備を終えて、移動を始めた。６つの大荷物。先生が手伝ってくれてよかった。もし自分一人だったら大変なことになってたよ。引っ越し屋さんの苦労が分かっ
た気がする。私は何も運んでないんだけどね…新しいホストファミリーのお母さんはとても明るい人。お喋りが大好きなの。それにお互いたくさんの共通点があることに気が付
いたんだ。甘いものが好き、チョコレートが好き（太っちゃうかな…）、魚が好き、細かいことに拘るのが嫌い。お父さんとは、趣味が地図を見ることってところまで一緒。だ
から、引っ越し初日の午後は、家族と4時間も話をしたよ…これは、日本に来てからの最高記録だよ。午後はどこにも行かずに、座布団の上で、話を聞いたり、話したり、水を
飲んだり…お母さんは李連傑（ジェット・リー）が大好きで、彼の出てる映画から少しだけ中国語を覚えたんだって。二人とも音楽を聴くのが好きで、ONE PIECEが好きで。
そしてお父さんはとてつもない大人材だよ。自分でパソコンを修理できるし、自分の意思だけで禁煙に成功したんだって…それに、お母さんが言うには、お父さんはヨットの運
転なら世界中を旅できるレベルなんだって（そのレベルはヨット界では最高レベルらしいよ）！！二人はお互いに補い合っていて、スーパーに魚を買いにいったら、一人は物を
見て、一人はどうすればお買い得かを計算するの…お父さんは魚を食べるのは好きじゃないらしいけど、魚の味に関してはとても詳しくて、お母さんは料理はとっても上手なの
に、それには詳しくないんだって...

新しいお家の私の部屋は和室。好きな時にどこにでも座ることができて、服が汚れる心配もない。机や椅子も好きなところに置くことができて、とっても便利だよ。でも、部屋
の構造はあまり頑丈じゃないのかな？普通に歩いていても、部屋の本棚や机の上の物が一緒にカタカタ鳴るの。そして、畳にも挑戦し始めたよ。朝起きると体が敷布団の外に出
ていて、ということはまさか床の上にそのまま寝て……

お母さんはお喋りが好きだから、自然と友達もたくさん。だから、ひっきりなしにお友達が遊びに来るんだ。色んな人と話すことができて、とっても楽しい。この前
は、“Tsukiyaki Party”を開いて、敦賀とその付近の学校の外国人教師を招いたんだよ。初めは事情も知らなかったから、24歳のイケメンのアメリカ人教師を中学生の“お子
様”として接してしまった(本当は中学校で教えてるんだって)...皆英語で話していて、私はついていくのに精いっぱい。私が話す時は、拙い英語に全力のジェスチャーで、皆や
っと少し聞き取れる程度。でも私の拙い英語の後には、皆拍手をくれたよ～笑

10.26,nagoya遠足~

10.28，英語の授業ではcastleの紹介がついに一段落。割と成功したほうだと思う！皆からの評価コメントを読んで（中には中国語で書いてくれた子もいて、すごく感動したよ
~）、満足しちゃった...

10.29，敦賀の“物産観光祭”に行って、たくさん食べたよ。鰻最高~

港町だけあって、私のレベルでも一枚撮るだけでちゃんと“風景”になるでしょ（笑）

米　淳華さんの日記



種が当たったよ~

 

他は今までと同じ。とっても充実して、楽しいです。

今日の午後は市内の国際交流イベントがあって、学校の友達がそこでハロウィンパーティをやるみたい。楽しみだなあ~

あ～、あんまり段落分けてないけど、まあいいか。

とにかく、こんな温かい家庭に来ることができて本当に幸せ。



Nagoya！Let‘s go hiking~（1）

2011.11.07

朝：早く起きて－いそいそ制服を着－速くご飯を食べ終わり－少し雨降ってたけど、うきうき学校に行った。

何故ならば、憧れの日本に着いたら初めての遠足だ～

移動は全部バスだった。高速道路を通った途中で、建物がどんどん多くなり、ビルが次第に高くなって、その時正直「田舎から都市へ」の感じがした。。。

３時間バスに乗って、やっと名古屋港に着いた！降りる前にもう好奇心いっぱい持って、カメラを使い始めた。。。建物も木も海も、見た物を全部カ

メラに入れたいほど景色に嵌まった。「やはり大都市だ～」と、みんな感嘆してた。港の周辺もビルいっぱいで、きれいだった～

米　淳華さんの日記





ちなみに、制服だ！女もネクタイだよ～カッコいいだろう～

名古屋水族館～残念で入らなかった。。。

 

皆と最初、ほんとに楽しかった～



これは日本語で投稿されたものです



Nagoya! Let's go hiking~ (2)

2011.11.20

名古屋に着いたらハンで行動した。同じハンの私たちは一緒に橋にのぼって、海を見に行った。

ところがその時ちょっとついていなかったで、ある悪いことに遭った。その時、強い風で私の一番好きな帽子が海に落ち込んでしまった。ただの飾り物に過ぎないかもしれない
けど、ずっと私を伴っていた物が失ってしまって、そのときの悲しさは又いうまでも無い。

それから港に「泊まっている」南極観察船ふじ（実はその船はずっとそこに置いてある...）を見に行った～

米　淳華さんの日記



 

飛行機～

最後、皆で――「チーズ！」

昼ご飯の後の「別腹」――アイス❤

 



でも私は「損と得は一緒に来る」「悪いことにきっといいことを伴って来る」と信じていた。果たしていい事が来た。それは、午後劇団四季で見たミュージカルだった。音楽好
きだから、そのような物語を含んだミュージカルに対しての嬉しさは言うもおろかだ。やはり「塞翁が馬」のように、幸運と不幸は予測できないんだ～❤

私が羨ましかったのは、俳優たちの歌う実力だけでなく、そのストーリーにも嵌まっていた。主人公のエルファバとグリンダ（今でもはっきり覚えているよ～）はすごく珍しい
友情を持ち、相手のために悪いこともしたいし、本当に羨ましくて、素晴らしいと思った。現実の社会で「友達」という人々は沢山いるけど、一体相手の立場を心に入れている
人は何人居るか。皆、「人生は短いものだ」といっていて、私にとってこの何ヶ月の珍しさは言うまでも無い。日本で沢山友達を作り、友情を大切にしていきたいと、私が考え
てる。それはきっと、人生の中の貴重な恵みになるだろう。

これは日本語で投稿されたものです



雑記

2011.11.20

今日は風がすごくて、さっき自転車で帰宅途中、危うくバランスを崩しそうに。。。ここのところ風が強くて、なんだか部屋の中にいると揺れている感じまで。先日の地震は、
全く感じられなかったのに、お母さんが、ほら、電燈が揺れてるわよって言ったので初めて気が付いた。真夜中のなんてもっとわからないよね。完全、熟睡だし。

なんだか最近、あまりでかけていない。寒くなってきたからかな。活動量が下がってきているよ。

もうすぐ期末試験なので、今学期の部活もあと1回で終了。茶道の展示会が懐かしいな。学校のみんなとお茶を飲んでお菓子を食べて...茶道部に入部したのは、大正解だった
よ。1学期間、がんばって先生に教えてもらったおかげで、ひととおりのことはできるようになったんだ。しかもはじめた頃は全然だめだった正座にも慣れてきたよ。それに茶
道のいうところの“道”というものも、だんだん理解できてきたんだ。細かなことに気を配り、展示者自身の心の動きに注意し、お稽古を通して、明鏡止水の境地に入り、異国で
似た文化を体験する。先人の残した大切な文化に感動。とはいっても、わたしなんてまだまだ始めたばかり。もちろん自分でも、今は“完成”からは、ほど遠いところにいるって
ことはよくわかっている。来学期も頑張ってお稽古をして、さらに日本の茶道の奥深さを学んでいかなくてはね（機会があったら、立礼式も習ってみたいな~）！しかもこの学
期末に、他の部員の仲の良いクラスメートが新たに茶道部に入ってくれたんだ！来学期、一緒にがんばれるね。もうすぐ今学期がおわる。ここでの生活にも慣れてきたら、なん
だか毎日が同じことの繰り返しのような感じが。時には、ちょっと退屈、なんて思うこともあるけれど、毎日同じ友達どうしで話していても、新鮮な話題が出てくるし、それっ
て本当に楽しいことだしね。

今、クラスでは修学旅行の準備中。沖縄に行くのがすごく楽しみだ❤~

米　淳華さんの日記



明日また福井に行くよ！

2011.11.25

こないだ福井市に行ったときはホストファミリーのみんなと一緒だった——一日遊びまくって、最後はショッピングセンターのビルの中をあちこちぐるぐるまわってみたんだけ
ど結局何も買わずに終わったんだよね——そして気付けばもうお引越し...時間が経つの早すぎるよ。留学生活もあっという間に3ヶ月経っちゃった

先々週彦根城に行ったときの写真なんだけどずっと時間がなくてみんなに見せれてなかったよね。明日はまた福井に行くし。県内とは言っても、やっぱり“山を下りれる”ってい
うのは嬉しいね...お父さんがあの美味しいアイスクリーム屋さんでごちそうしてくれるって...

先日お母さんが誕生日のときにもカラオケで何時間もはしゃいじゃったんだよね。そのせいで私の体内時計がだんだん“夜型”になってきちゃってさ。朝はなんとか自分を奮い立
たせて授業を受けに行って、帰ってきたらもうめちゃくちゃ疲れているはずなのに全然寝れないという...でももう何日か我慢すればもうすぐ冬休みだ~

そういえば中間研修って何日でしたっけ。沖縄の修学旅行に行こうかどうかまだ悩んでるんだよね...

米　淳華さんの日記



男子バレー、ふるわないね

2011.11.29

中国の男子バレーについては、もうノーコメント..昨日の夜もだね。

昨晩の日本との試合、最後までみたけど、、もうミスばかりで、ガッカリ。そのままスゴスゴとベッドへ。日記を書く気にもなれず..なんとかイランに勝てて（それでもまだま
だだけど）最悪の事態は避けられたけどね。この調子で頑張って、これからよ！！！

日本男子バレーはHIGHになってきたね。今晩の強豪アメリカとの対戦はちょっと心配だけど（今、見たらもうセット2：0。さすがアメリカはオリンピック金メダル常連国だ
ね。サーブのスピードなんて超絶）でもこれまでの２連勝を忘れずに（しかもそのうちの１勝は中国からなんだから...）、さらにがんばって！

そういえば今日の授業中、先生が調査をしたんだった。結果、女子バレーのほうが人気があると...どうして男子バレーには、女子みたいな最後まで粘るガッツが感じられないん
だろう？とにかくどの国も頑張ってほしいな。素晴らしい試合を見せてね！！

米　淳華さんの日記



期末試験終わった～

2011.12.11

緊張の期末試験がついに幕を下ろした。皆お疲れ様（私自身も～）！日本史と現代社会——きっと進歩があったと思う！~~

今日お引越ししたんだ。これまでのお家を離れるのは少し寂しいけど...新しいお家も温かそう。家族がたくさんなんだよ——お父さんお母さん、お姉ちゃんに犬が一匹、猫が二
匹～。今日の夜は皆で買い物に行ったのだけど、MARUKO（わんちゃん）はお留守番。MARUKOをお腹一杯にしてから出発したのだけど、私たちが帰った頃には、早くに帰っ
たお父さんがまたMARUKOに豪勢な夜ご飯をあげていたの...

ダイエット中なのに...

明日は皆で一緒に福井に行くんだ。どんな面白いことが起こるかなあ～。

とても仲良しな一家です。

米　淳華さんの日記



家族みんなでクリスマスケーキを作ったよ~~

2011.12.25

スポンジはだいたいお父さんが作って、お母さんとお姉さんがデコレーションを、そして私がケーキカット~~

そこでちょっと私のアイディアを。アポロチョコをクリームにトッピング。ケーキが変身！！

ワンちゃんもケーキだ大好きなんだ。残念ながらチョコは食べられない...

じらされて、もうケーキのほうは見ないんだ。だって...見ちゃったら、よだれがとまらない...

クリスマスイブ、すべての幸せを。

米　淳華さんの日記





MARUKOも雪を

2011.12.26

８月に、このコはもうこの家に来ていたんだって。私よりちょっと早いね。

名古屋から来て、大阪にもいたことがあるんだとか。

（この写真は寝かしつけたとき撮ったもの。ちょっと元気ないね。。。）

でもそこは雪が降っても、敦賀程じゃないって絶対に保証するよ。ここはちょっとふっただけで、あっという間に１０㎝以上積もっちゃうんだから。少なくてもMARUKOはこ
んなのはじめてだとおもう。。。

はじめは寒くて外に出たがらなかったけど、雪に突進した後は、走り回って遊んでいたよ。もう夢中で。

米　淳華さんの日記



 

敦賀の雪は、本当にきれいだね。



御久しぶり～

2012.01.20

もう一ヶ月ぐらい、日記書いていないかなぁ、、、ほんと、久しぶり～

皆、心配してくれてありがとう

これから、どんどんこの間の満喫したことを書き出すつもり。元気なＢＪＫまた戻ってくるぞ！！！

では、お楽しみに。

これは日本語で投稿されたものです

米　淳華さんの日記



生け花&パン-お正月前の準備

2012.01.21

日本に来て初めて生け花を体験したんだけど、中々良い出来だったよ。

生けるのに使った花たち~後ほど驚きの大変身を遂げます

まずは一番背丈のあるものから

そしてその後は･･･先生の言葉をそのまま借りるなら“自分の感覚を信じて生けていく”

 ふと、生け花ってあれこれこだわりがあるわけじゃないんだって気付いた。最初は緊張してたわたしだけど段々と自分の世界にのめり込んでいき...先生とお姉ちゃんの丁寧な
指導の下、わたしも次第にリラックスしてきました...

米　淳華さんの日記



~お姉ちゃんの作品。まだ未完成です~

続いて、空いてるところに枝を足していきます

最後に、“迎春”と文字の入った札を差し込んで、完成です。記念にパシャリ~~

お姉ちゃんの作品がそのまま家まで持って帰れなかったから、ラッキーなことに家でも生け花の腕を披露出来たの。しかも大好きなクルマユリも触れたんだよ~~

 

その後パン屋さんに行ったんだけど、そこですごい可愛い音楽隊を見かけたよ~写真載せとくね



どの“隊員”の台座も手の平くらいの大きさしかない...造りがすごい完璧で、ジャズの演奏もすごくいきいきしてたよ。

下の部分からは音楽が出るようになっていて、上に乗ってる楽器に合わせて、その音を出してたよ。いくつかの楽器とそれぞれの奏者によってこのミニ楽団は構成されているの
です~

どう、なかなかいいでしょ



初詣‐奈良　予告版

2012.01.22

早起きして、奈良に小鹿を見にいったよ～

まあ、本当は初詣なんだけど...

今年の初詣はずいぶん遅いと思いきや、ちょうど旧暦の大晦日...

帰ったら、綺麗な写真を見せるね。期待していて。

米　淳華さんの日記



初詣~古都奈良-奈良の鹿たち

2012.01.24

まずは中国のみんなに明けましておめでとう~

１年の間に２度も初詣に行けたことなんてある？...本当にこんな幸せなことがあったんだよ。はじめは新年午前零時、鐘の音とともにお姉さんと敦賀気比神宮へ。そして２度目
は今回、——奈良東大寺へ行ってきました~

奈良公園にはいると、さっそく“お出迎え”の鹿たちにかこまれちゃった...

なんちゃって。実は私が持つパンがおめあて。

パンはお母さんのバッグの中に入っていたので、お母さんの状況は私なんかよりずっとタイヘンだったんだ。鹿たちから逃げるために、高いところまで逃げるハメにも...

 

 

みて。駐車場の食べ物も見逃さない...

ちょっと別のことを...ワンちゃんたちのお洋服、すごく良い感じ。撮っちゃおう。

米　淳華さんの日記



これも全然違う話だけれど...二月堂に向かう途中、日本で“出会った”初のハト...

これが主役...二月堂に向かう途中にて撮影

なんだか、だんだんっぽくない~

 

この季節は鹿の出産ラッシュ。５月にはチビちゃんたちが見られるんですって。だからこの季節、小鹿はあまり見かけられないんだとか。もしみつけられたら“チャンス”は逃さ
ないで！

~~いいコね。こっち見てくれてる~~



またまた１枚--小鹿が道路を渡っているところ...

イッケメン~~（すごく紳士的だったよ。写真にも協力的~）

美人~~（この美人さんのまつ毛、写ってないね。すごく長かったんだから...）

 なんたって、奈良公園で暮らす環境は、すごくいいよね。小鹿たちは食べ物を持っている人を追いかけて（特にサツマイモやパン、おせんべいを持っている人）その人たちの
服を引っ張っては、まだ食べ物もらってないよって、意志表示をするの。森のあちこちでのんびりできて、日当たりも良好、いつでもどこでも...

今は冬なので、鹿たちの毛皮に斑点模様は出ていないの。なんだかすっきりしたカンジ...でもおこらせたらこわいよ。おもいっきりけったりとびかかってきたり、むかってこら
れたらひとたまりもない...今回はそんなことがなくてよかった。やっぱり野生動物だよね...

こんな奈良公園のような楽園が少しでも多くありますように。

以上、野生の動物たちに捧げます。





異郷での-春節の味

2012.01.25

タイトルをみて、みんなはどう思ったかな。

この前、同級生とこんな話をしたんだ。今は一人で生活をして、年末特番を観るんだよねって。でも私は同じじゃないよって言ったの。こんなことを考えるんだ。きっとこれか
ら、こんな機会はもっと増えていくんだろうな。だから、周りにいてくれる一人一人の人たちと、一緒に過ごす時間をもっともっと、大切にしなくちゃって。

今思い返すと、この半年足らずの間、留学生としての体験をしたり知識や文化を学ぶだけではなく、精神面での成長もあった。きっとみんなも自分は変わったなって思っている
よね。少なくても、自分はちょっとは変わったかな。

感傷的な方に行っちゃった話題をとりあえずもどそう。一人ぼっちってわけじゃないしね。“奮闘中”...

嬉しかったのは、ホストマザーがわざわざ餃子の皮や、ニラ、牛肉を買ってきてくれたこと...異国の地で中国のもの、お久しぶりって感じ。お待ちかねの餃子づくり、いざ、開
幕——

驚きの日本の餃子の皮の厚さとその作り方——フチを水で濡らして餃子の皮を閉じるなんて。フウ...なんで出来合いの餃子の皮なんて買ってきちゃったの...

家族の好みがそれぞれあるので、具は２種類用意することに。（やった、私は調理担当~２種類の具とも、私が一人でつくったんだよ~）

...ま、そこそこの腕しかないんだけど...でもこれだけできたら“おいしそう”っていってもらえるよね...

米　淳華さんの日記



とりあえず、料理のレベル未知の自分が初めて作った具を、味は未知の餃子の皮で包んで...

大皿ふた皿分の餃子。苦労の成果はどうかな~

なかなかいいかんじ。でもお味は。

試食...



初めてこんなに素晴らしい餃子を作ったよ。皮は薄くて中身たっぷり~やっぱり自分で作った皮のとは違うね。...

私も“総指揮”に。お母さんが、水餃子もおいしいわねって。私はしっかりした味付けが好みなんだけど、具が薄味だなって思っていたら、家のみんなはちょうどいい味付けだっ
て...

異郷にいたって、水餃子を食べて、年末特番が観られて、楽しく過ごせればいいよね。



-いろいろと。

2012.01.25

1.外はすごい雹が降っている...

さっき、ものすごくオッカナイ雷が。１０秒以上も鳴ってたよ...さすが日本の木造家屋って耐震構造になっているんだよね。雷が鳴ったらグラッとゆれたような...前に住んでい
た家は道路のわきに立っていたんだけれど、車が猛スピードで家のそばを走り抜けるとガラスもふくめてその音で目が覚めてその“威力”をみせつけられた...なんにでも２面性が
あるよね。

2.今日、学校は推薦入試。

今日学校は一日お休み。茶道部の部活もナシに...もともと今学期はそんなに活動日がないのに。国語表現の授業も１週間で１コマで、それも水曜日にあるの。でも先生は授業時
間が少なくなって内容をつめて教えなきゃってこと、気にしていないみたい——国表の授業って、いつもそんなめにあうんだよね。

3.MARU（家で飼っている犬）が朝、お腹を壊した。

朝、gamuをあげたらそのまま飲み込んじゃったんだとか。その後なんだかグッタリしてきちゃって、唸ってはつらそうな様子...ずっとうずくまった状態で、私が下へ降りて
も、お出迎えも無し。お母さんは一日家で様子を見ていたんだ。なるべく食べ物をあげないようにして、あげても消化のしやすいよう、小さくしたものを。でも夕飯ごろには何
とか回復して、お腹もすいてきたみたい。おかげでお母さんは一日中心配していたんだから。早くよくなってね~~

ウン、こんなかんじかな。

米　淳華さんの日記



学校の帰り道で

2012.01.27

こないだ家に帰る途中何気なく撮った写真が、意外といい感じだったよ。

敦賀は確かに小さいところだけど、そんな小さいところでもふと気がつくと宝物が落ちてたりする。本当にそう。周りに少しだけ気を配ってみると、宝物はすぐ近くに落ちてた
りするもの。

たまには、歩幅を緩め、周りを見渡してみると素敵な風景が広がってたり。

敦賀には主要な河川が2つあり、そのうちの1つが——“笙の川だ”

ここ何日かずっと雪が降ってたから、同じところでも全く違う雰囲気の景色が撮れたよ。

これは学校の生徒用玄関

米　淳華さんの日記



わたしの部屋の窓から遠く彼方を眺める

はぁ、大自然ってすごいなぁ。

 

今日家に帰ってから、気比高校の野球部が“センバツ決定”したってニュースで見たよ。また頑張らなきゃいけない時が来たようだね~気比の野球部はかなり有名だからね、甲子
園に期待だ。



初詣~古都奈良-東大寺

2012.01.30

奈良に行ったのはもちろん“初詣”のため。だから、もちろんお参りもしなくっちゃね。——今回は奈良の東大寺~

まずは記念撮影だよね~（ちょうど、小鹿がそこで休んでいたんだ。でも耳に触らせてくれない...）

みんなで写真を撮ったと思ったら、お母さんがいない。と、振りむいたら、お母さんはもう鹿たちに連れられて向こうに...

有名な日本最大の寺門。説明は必要ないよね~南大門は歴史の授業でも習ったよ。

それからもちろん一対の金剛力士像AUNN(この名前...)

米　淳華さんの日記



これは"A"(私の大きく開けた口、見た？...)

"UN"...

本殿の正門は普段は開放されていない。お正月だけ、開放されるんだ。ぐるっとまわって先に進んで。

やっと、大仏殿が見えてきたよ~

南宋の陳和卿の作品、思わずうなっちゃうぐらい素晴らしいね。



幅57m高さ52m。焼失前は、もっともっと、大きかったんだって。

どうしてもおさまりきれない。東大寺の全景が撮れないよ。とりあえず東大寺の模型を撮って...東西七重塔は模型を撮ったよ...

 

これも日本で最——最大（18m）

 



この蓮花は大仏の蓮座の一部分。そばに立つ人と比べると...

公園を背景に、小鹿と写真を~

石に刻まれた文字は“二月堂”么



これが二月堂~

それから三月堂と四月堂もあるの。でも三月堂は修理中なので、大仏も博物館におかれているんだ。でも博物館内は撮影禁止なので、あきらめて...

二月堂に上ったよ。奈良市街と大仏殿がながめられる

“この通りは歩行者も自転車も通れるんだよ”...



似ているところ分かった？——写生に良い場所~

ぐるっと見渡すのが好きなんだ。だって、また違った風景が後ろにも広がっているから。

お父さんが、これはもともと塔のてっぺんにおかれていたものだよって教えてくれた。でもどうしてここに置かれているのかはわからない。



境内の風景。

おみやげ——“神鹿のフン”...実はこれはマメチョコ。

わらび餅。きな粉をまぶして食べる奈良の名物なんだ。すごくおいしいよ~



帰り道、ちょうどきれいな夕日が。これも撮ったよ。なかなかいいかんじ~

今回の奈良行き、収穫がたくさんあったよ。



先生に日記を書くよう言われたので

2012.02.12

有賀先生に日記を書くよう言われたので、少し書いてみようと思う。ちょっとだけ肖像権のことは無視して下さい～..

（今日はすごくスムーズにアップできた。ネット回線もこの二人に道を譲ったのかしら...）
 
私が言わなくても皆分かっていると思うけど、中間研修ではたくさんの素晴らしい思い出ができた...
皆が書いた中間研修に関する日記を見たら、なんだか悲しくなってきちゃったよ。

空港でのお別れの時、どうして泣かないのって責められた。私は冗談半分で、もし私まで泣いたら、皆はもっと泣くでしょって言った。心の中では泣いていたけど...それでも笑
いながら皆とお別れすれば、半年後にまた会う時にはきっともっと“壮観”でしょ。“中間にどうして研修があるのか”少し分かったような気がする。あの甘くて苦い思い出の中か
ら抜け出すことのできない子もいるみたいだけど、こういうことがあるからこそ、私達は成長できるんだよね。
 
別れは誰でも必ず経験すること。そして経験して初めて分かることでもある。
 
半年という時間の中には、可能性が溢れている。皆と話した時に、この半年を振り返ってみた。たくさん経験した。たくさん考えた。たくさん成長した。人との付き合い方を学
んだ。孤独に打ち勝つことを学んだ。耐えることを学んだ。感動することを学んだ。愛することを学んだ。
 
皆にまた会いたいと思う自分と、会いたくないと思う自分が葛藤している。だって、次の再会は、永遠の別れを意味するから。
半年後、皆はどんな風に変わっているかな？
楽しみ。

米　淳華さんの日記



やっと書けた...

2012.02.12

前回クッキーを作ったときは、日記を書くのをサボちゃったので今回はしっかり書くね。ホストマザーにも日記に書くよっていったんだから、ちゃんと実行~

クッキーをどうぞ...

このピンクのハート、気づいたかな...自分で作ったのに、子供っぽくて自分でもチョット...

 

詳しい作り方は省略。写真を見てもらえば大体わかるよね...ネットや料理本には私が説明するよりずっと詳しい作り方がのってるよ。だから写真だけご覧あれ~

米　淳華さんの日記



彼女はアイスみたいな匂いにずっと興味津々...

材料を混ぜて、いろいろな方法でかき混ぜて...

ホストマザーが、これが今晩の一番の傑作だって。だって飼い犬のMARUKOの目が“『ランラン』と”...



私が手を出す前...

...手を出した後

すごく食べたいんだろうね。このチョーダイ顔...

へへ。MARUと彼女のおもちゃ



手についた犬の毛だよ~

ちょっとここで全然関係ないけれど...中間研修の“忘れ物”ここでアップしちゃおう。

 

クッキー制作ing...



ちょっと説明を。これは私が近眼だからおおいかぶさっているんじゃなくて、今は体積が多いので、カメラに入るのがタイヘンなの...

準備完了。オーブンに入れる前、緊張の一枚~（珍しい自分撮り...今日のクッキー作りhighってわかるかな...）

さあ、戦場へおくりだして...

なかなかでショ~おいしそうでショ~



これは前回つくったもの。こんなにカンペキに丸いのは、もう作れない...

ウン、

すごくおいしいよ。



Okinawa――めんそーれ！　

2012.02.26

タイトルは沖縄の方言で、“ようこそ”の意味。

沖縄で一番耳にした言葉でもある。

私達の修学旅行はこうして始まった。

高速に乗った時、敦賀はまだ曇りだった。沖縄は連日雨という予報。でも皆、天気予報が外れてくれればと願っていた。それに敦賀と同じ沖縄の空なんて見たくなかった。中間
研修へ向かう時と似たような気持ちを抱きながら、７台のバスは、一週間ぶりの伊丹空港に到着した。

６期生の中には見覚えがある子もいるんじゃないかな？そう、大阪の、私達がお別れした、あの場所だよ。

米　淳華さんの日記



初めて飛行機に乗る生徒たちは、みんな事あるごとに驚いていた。

ANAの飛行機を見ると、機体にピカチュウが！皆大喜び！

その後の搭乗も着席も、手慣れたもの。

飛行機を降りると、沖縄は曇りで、幸運なことに雨は降っていなかった。一日目の半分はこうして過ぎ去っていった。



午後はバスで首里城へ移動。車を降りると、故郷へ戻ってきたような感覚に陥った——建築様式が中国と似ていて、鮮明な赤は、私達の母国を彷彿とさせた。

写真を撮っている人達の邪魔にならないようにだろうか、皆なぜか端の門から出入りをしていた。私は撮影している人がいない隙に、胸を張って守礼門の中央から入場。

 

世界遺産の園比屋武御嶽石門は、神様の魂だけが通れると言われているんだって。

歓会門のシーサー。やっぱり“郷愁”を感じる...ちっとも急じゃない階段を登っていると、友達に、万里の長城もこんな感じかと聞かれたので、これとは全然違うということだけ
伝えておいた。

竜樋



 

お城の中から見た景色

 

奉神門に入ると、まぶしい壁一面の朱色。修学旅行に来る前に何度も思い浮かべた、琉球王国の栄華な史跡が今、目の前に。妹の名前の一文字が入った看板に、柱のめでたい
赤、柱に彫られた雙龍。様々な中国の面影が次々に目の前を流れていく。



案内書の中に、石碑に掘られた“飛泉漱玉”の文字を見た途端、済南７２名泉の漱玉を思い起こして大興奮。まさか異国でこんな眼福をあずかるとは。

 



久慶門を出て、首里の旅は一段落。

次は、バスで旧海軍司令部へ。

 

つづく......



沖縄“第2弾”――旧海軍部戦壕にて

2012.02.28

タイトルにはふたつの意味が。ひとつめは、戦争当時の悲惨さを想像して、ふたつめは、私たちが沖縄で訪れた二番目の場所である——旧海海軍司令壕のこと。
 
全ての戦争には、絶対の勝利者なんて存在しない。
 
ごめんね。なんか重い話題になっちゃって。
入口のところには、海軍の戦没者慰霊碑が。ワイワイ騒いでいたのが、ここで一気に静かに。先生がずっと前からここでのことの話や経験を紹介してくれていたんだ。以前にあ
る先生が、もしかしたらちょっと霊感のあるような人はつらいかもしれない。ここにはたくさんの犠牲者が埋葬されていて、残っているのは孤独な魂なのだから...って言ったこ
とが。みんなこわがっていたけれど、戦争て、そういうことなんだ、残酷で、残されるのは多くの痛みだけ。
太平洋戦争、沖縄戦、ほとんどの人たちが知らないことではないよね。特に私たちは今回の修学旅行のために、何度も取り上げてきたから。1941太平洋戦争勃発、45年3月26
日慶良間諸島に米軍上陸、45年7月2日沖縄戦の終結を米軍が宣告、この戦いは約90日続き、当時の沖縄県民の4人に一人が、この戦いの犠牲で亡くなり、負傷者の数は数えき
れないほどになったとか。これはわかっているほんの一部の数字にすぎなくて、何と比べるとかそういうことではなくて、ただ深く考えさせられる。
 
その日の学生日記の、旧海軍司令豪に関することで、私が書いた言葉、NO WAR。

（下のカラーの小文字——

米軍-12520人、沖縄の一般人-37139人、沖縄の銭湯参加者-56861人、県出身の軍人、軍属-28228人、その他の都道府県出身兵-65908人）

米　淳華さんの日記



 

 

資料館を後にして、そのまま司令部豪へ。当時使われていた設備などをみることができる。どこでも見かけるような苔が、ここではまた違った意味合いを持つように見れる。ま
るでここに刻みこまれ、静かに時間が過ぎ去っていったその証明のように。

信号室で、シンとしていると聞こえてくるような“時をこえて”信号が届く音が？...

 

 

幕僚室を通って。たばこの吸い殻、水を飲んだビン、とけた10円50円、後からならべられたもの。
でも壁のくぼみは、当時、幕僚たちが自決をする際につかった手りゅう弾でえぐられたあと。



 

 

別の場所に設置された司令官の地下室。最高長官の;椅子”。パッとおもついたのは、もうちょっときれいにすればいいのにって...
 

暗い戦壕をでて、やっと気持ちも明るい方へ...途中のお店で、またまたシーサーたち発見！~（やっぱり中国文化に近いね。なんだか唐三彩の...）

それからバスで料亭那覇へ移動。琉球料理ing
~



沖縄のパフォーマンス。しかも何人かの同級生がえらばれて、一緒に木の馬のかざりをつけて一緒に踊ってきた...様々な、沖縄民謡、なんと私たちの目の前のお箸の袋にその歌
詞が書いてあった...
琉球料理は豚肉をつかうので、私は食べられない。私の分は鶏肉に替えてもらえたんだ。先生方、いろいろ気を使っていただいてありがとうございました。
カメラを持っていなかったので、写メでパチパチ撮っていたの。でもやっぱり先生の“眼力”からは逃れられなかったよ。へへ。注意されちゃった....



夜はホテルに。やっぱり亜熱帯の風景に、ホテルのムードも全然に違うね。初めて日本の友人たちと夜を一緒に過ごしたよ。当然、大騒ぎ。超highで“マッチョ女子”に...証拠写
真デス...

 

こんなかんじで“魅惑の旅”初日は終了。

 

でもね、スゴッく、申し訳ないんだけれど...まだまだ続く...... 



沖縄“修行”の農業体験

2012.03.14

楽しいはずの“修学旅行”って、省略すると“修行”になっちゃうんだね...

続きを書くのが遅くなってごめんね。ここのところ、卒業式やら試験とかでみんな忙しくて、もちろん自分も例外ではなかったので。ここ何日か、いろいろなことがあったし、
感慨もひとしお。ともあれ何が起こっても、気持ちを落ち着けて、闘志満々で“明日”を迎えなきゃね。

例えばこのタイトルもまさにそう。2月に続けて2度、農業体験をしてきたんだ。22日朝の天気は、予報では小雨。同級生の中には“ラッキー”って喜ぶ人たちも...向かう途中
で、すごく良い景色だ撮れたよ。さすがは沖縄の海、グリーンが“神々しい”ほど。ハハ。

 

農家の方にお会いして、車の中でひとしきり挨拶を交わした後、海のすぐそばの農家に到着。さっそく曇り空もお構いなしに写真を撮りまくり...
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途中で見つけた——紅土。こんなの初めて見た...

 

それから畑でお手伝い。——お手伝いって言っても、実際にはパイナップルはどんなところで育つのか、見学させてもらっているの。説明を聞かせてもらってから、草むしりを
したり...



台風による“傑作”...

やっぱり“自然淘汰”なんだね。パイナップルたちもたいへんだよ。台風の影響（去年の台風のせいで、収穫が落ち込んで収入も大幅に減ったのだとか）はもちろん、カラスやイ
ノシによる“略奪”も。もちろんきちんと対策もとっていて、何重もの防護ネットを設置している。それでも、時にはネットの隙間からこぶし大ぐらいの、まだ大きくなっていな
いのをカラスに食べられたりしてしまうんですって。普段はあまり必要とされないパイナップルの上半分（アロエの葉っぱみたいな部分ね）は、農家の方々にとってはとても大
事な“宝物”。だってパイナップルの収穫はそれらの“おかげ”——なんんだから。みえないちっちゃな芽が、その葉の下に隠れているの。パイナップルたちの“未来”はすべてそこ
にかかっているのだ！~（笑）



それからイノシシに“めちゃくちゃ”にされた“紅イモたちの生き残り”——。紅イモは沖縄の特産物で、紅イモを使ったたくさんの名物があるんですって。味も最高においしい。
びっくりしたけれど、お店では沖縄限定の“ Kit Kat 紅イモ味 ”なんてものまで...他にはないよね。

それからは草むしりを。体操服に“ゴム長”スタイル、どう、なりきってるでしょ。

草むしりの後、農家の方が、ここでとれたパイナップルをごちそうしてくれました。今はパイナップルのシーズンじゃないけれど、それでもすごくおいしかったよ。



 

 それからね、農家のお宅の塀に、偶然みつけた“石敢当”の三文字。もちろんその時はすごく感激しちゃった。ソク、みんなに私の中国の家は、泰山のふもとなんだよって説明
したんだ！！！~~~“泰山石敢当”だ！~格別な親近感。

いろいろな思い出！...

 

“スペシャルなごちそう”...

お昼ご飯の後、私たちは“サーターアンダーギー”（沖縄の方言で、直訳すると“油で揚げた砂糖”，油で揚げたケーキ、味はドーナツに似ているけれど、ちょっとちがう）つくり
体験。本当は...本当はこれってすごくおいしそうに黄金色にできあがるはずなのに、私たちが作ったのは真っ黒コゲのボール ...ま、とりあえず味のことは置いておいて。



これも食べに来た...右上の隅の美女に気付いたかな？（笑）これがクラスメートの和香奈。恥ずかしがり屋さんだけれど、すごく性格の良い女の子なんだよ。

 

午後は東村村立山&水之博物館へ。そこでたくさんの野生動物の標本と、大昔の人々の生活道具をみたよ。

これは本物！！



博物館の外の景色も素晴らしかったよ。

これ、本当に大きいよね...私の手なんて比べ物にならない（笑）



バナナ発見！

対面会がおわると、修学旅行も折り返しに。二日目の報告はまずここまで。



リターン甲子園-1

2012.03.21

日本の男の子たちって、誰でも小さい時に“将来は野球選手になりたい”って夢をもつみたいだよね。小中学生たちの将来なりたい職業ランキングにも毎年“野球選手”が高順位に
ランクインしてくるしね。

敦賀気比高校といえば、野球の有名校だって思う人も多いはず。

不安や楽しみな気持ちなどなど、いろいろごちゃまぜの気持ちで到着した今回の甲子園球場。2年ぶり４度目の甲子園、気比野球部、がんばって。甲子園球場に向かう途中、バ
スの中ではすでに応援の掛け声を繰り返し放送し始めた。特に選手たちの名前やスローガン、でもすぐに覚えられたよ。

青と白の私たち、入場。

気比の試合は浦和学院との第二試合。強豪校だそうで、この前見た出場校の資料には、浦和学園の後に“2年連続8度目の出場”の文字が...でもこっちは——“2年ぶり、4度目の出
場”......

たしに、以前は野球の試合なんて全然見たこともなかったけれど、だんだんルールもわかってきて、球のとんでいく方向を追って、みんなと一緒に声をあげながら応援グッズを
おもいっきりたたく。のどがかれるまでみんな一緒に声をそろえて応援して、“常勝軍団！！..敦賀気比高！！”って応援する。私たちの気持ちも球とともに一緒に飛んでいく。
選手たちはものすごくがんばっている。

でも結果は思い通りには...こちらのミスとか、相手が強すぎたとかはさておき、負けは負け。10-2の結果、何も言う気にはなれず、ぐったりと。

前から三重高校もこの選抜にきているって知っていたんだ。しかも第一試合。私たちが入場したときちょうど左側で三重高校が母校の応援をしているところだった。もうこのま
ま三重高校の応援エリアに突進して、楊程を探しに行こうかと思っちゃった。でも前の方では先生が目を光らせているし、人、人人、で何も見えないし、メールは何度も送った
けれど、やっぱりどこにいるのかさっぱりわからなかった。楊程さんもキョロキョロあたりを見回して探してくれているんいるんだろうなって思ったら、こんなときだけど泰戈
尔の詩を思い出してしまった。——

“世界上最远的距离 



不是 瞬间便无处寻觅 



而是 尚未相遇 便注定无法相聚 ”

 

ま、状況は似ているけれど、気持ちはもちろんまったく一緒じゃないよね。なんたって私たちは恋人じゃないし。  （笑）

でも三重が6-5で勝ったときは、ヤッタ！って思ったよ。

三重高校が退場した後に届いた楊程さんのメールには，“あなたたちもがんばってね”って。暖かい気持ちになったよ。

 

負けたって、みんながんばったんだから。

負けたって、少しでも感動があれば。

負けたって、夢はまだまだ輝き続けている。

 

一生の宝物、甲子園の想い出。

なにより、ここに来られたんだから。

米　淳華さんの日記





二年生は無事卒業！ &さようなら2年3組

2012.03.22

中国の友人たちより半年近く早くに。

終業式は、ほぼ校長先生のお話、それといろいろな表彰状。なかには地区清掃の感謝状、なんて言うのも...

それから先生方の離任式。今年は5名の先生方が離任される。教えてもらったことのある先生はその中で3名も。家庭科の先生の離任の挨拶で、10年前の彼ご自身の高校生活の
思い出を語られた。感極まって泣き出されてしまい、男子たる者軽々しく涙は見せないなんて、こんな時、そんな言葉に何の意味が？...最後の授業で、先生はご自身の高校時代
のことをはなしてくれた。振り返るには忍びない、そんな思い出って、あるよね。

挨拶の最後で、先生は目に涙をためながら、みんなにこう語りかけてくれた。今の自分がどうであれ、今この時を大事にしてほしいと。

いい言葉だ。ふいにAngela Akiのある歌詞が思い浮かんだ。“苦しい甘い　今を生きていく”，いつでもどこでも、今を生きていくこと、それが一番大事なこと。

 

今日の学校の課程が終わることは、2-3のみんなともおわかれということ。気比高校がちょっと特殊なのかどうかわからないけれど、3年生になるとコースごとに新しくクラス
が分けられ、生徒は“混ぜこぜ”にされる。普通進学コースの生徒は3、4組でまぜられ、私は知っている人がほとんどいない1、2組にふりわけられる。2学期間も一緒に過ごした
仲間たち、思いが残っている。さびしさはぬぐえない。最後に教室のドアを出ていくとき、みんなが拍手で送ってくれた。やっと一言“ありがとう”というので精いっぱい。この
言葉を口にした瞬間、心が震えた。

本当に　ありがとうございました。たくさんのことを教えてくださった先生方。

ありがとう。私の友人たち。——

はじめからずっと私の言葉に耳を傾けてくれて、だんだんと心の内も話せるようになっていった友人たち、——三屋、夏希、由梨、谷口...それと私のことを“コメさん”ってよん
でいる、長野県出身の長野君 （笑）。修学旅行で一緒に撮った写真ではとびきりの笑顔で微笑む斉藤君、親切で以前の交流活動の時一緒に写真を撮った東出君、私と絵里に茶
道部にひっぱりこまれた春伽...

 

私はみんなの人生の中で、ただの通り過ぎていく人に過ぎないのかもしれないけれど、でもみんなは私にとって、一生大切にしてゆく大事な大事な宝物だよ。

これからもがんばらなくちゃ。どんな道を歩んでいくにしても。
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『取材、お疲れ様！』

2012.05.01

取材を受けたのはもう２週間前のことだけど。

日本に来る前にうけた初めての研修からこの前の中間研修まで、みんなと一緒に取材で撮影されるのにはもう慣れちゃったので、私はどうでもなかったんだけれど、hostfamily
のみなさんは、ちょっとタイヘンだったみたい。最後までおつきあいくださってありがとうございました。まる三日間の撮影、みなさんお疲れ様でした！

でもこれって、私が日本に来てから一番ハードなスケジュールの週末だったよ。茶道体験をして、カラオケに行って、ちょうど桜が満開だったので、お花見に行こうということ
になって、家族みんなとMARUKOの散歩をして、そしてフィナーレは餃子づくり！~

ちょっと予告ね：
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取材されたものがどんなふうに仕上がっているのか、家族みんな楽しみにしているんだ。だってすごく充実して、楽しかったからね。

詳しくは、動画がアップされるのをお楽しみに！~



ゴールデンウィーク計画作戦実行中！~

2012.05.01

かねてから話を聞いていた、有名な越前和紙作りを、今日は体験してきました~

越前 五箇地方の、伝統的な民芸品です。——ジャンホ万花燈。みてねこの花は全部和紙でできているの！

 

和紙で作った照明。まさに、柔！

 

美しい芸術作品。多くを語る必要はないね。

 

それから自分で作りたいものを選んで。（まずサイズの大中小。それからはがきかコースターか、など...）

私は４枚のはがきサイズのに決定
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和紙作りの第一歩は：和紙を漉く　　木の繊維を漉いていくってことかな？...

第二段階は：草木をこれに加えて“模様”

を
 

お母さんのアドバイスもしっかり聞いたよ！~

 



制作中...

まだ制作途中

 

第三段階：自分の好きな色を

 



染めたもの

 

最後に水分を含ませ、そのまま１０分まつ

 

和紙作り体験の後は、永平寺へ。——日本最古？



緑に酔ってしまいそう。

 

お蕎麦屋さんの外にあった『しばざくら』。一株からこんなにたくさんに。

 

おひるごはん。有名なお蕎麦屋さんにて。

ご飯の後、越前市の「竹人形工房」へ。

素敵な竹人形がたくさん。職人たちが心血注いだ作品の数々。

髪の毛は一本一本、竹をすごく細く割いてつくったもの。

人形一体で5000本もの髪の毛を使うんですって。１カ月近くかけて、職人さんは寝食を忘れて制作にあたるんだとか。感動すら覚えてしまう。

 



最後に、天守閣へ。

この日一日のスケジュールでした。



茶道の大会に行ってきました

2012.06.12

ラッキーなことに、6月10日茶道部で参加した“お茶の大会”で、“半東”（お茶会のお客様に会場を紹介する司会者みたいなお役目）に選んでもらえて、气比附属中三年生のGoi
さんと一緒におつとめしてきました。はじめはちょっと緊張しちゃったけれど、すぐに慣れて、覚えてきた言葉もちゃんと話すことが出来ました。でも覚えた言葉を話すのっ
て、思っていた以上にじょうにタイヘン...

 

ずっとこんなふうに人前で話すこともなかったので、なんだか久しぶりのこのカンジが、新鮮で興奮状態..先生と何度も発音や読み方を確認してから読み上げ始めたけれど、自
分の力で一つのことをやり遂げるっていうのはやっぱり気持ちがいいね。こういう機会をくれた先生にも、本当に感謝、です。

 

今日は２回目の1000m走のタイム測定。前よりタイムがおちちゃって、つくづく体力のなさを痛感。運動部に入らなかったことを後悔もしちゃうけれど、しょっちゅうバスケ
をしたり、走ったり、これだって運動だよね。气比の体育って言えば、やっぱり二学期のみんなでダンスを練習した時のことが懐かしいな。時間がたつのって本当にはやい。あ
の時はArashiの“Monster”をみんなで一生懸命練習したんだよね。あれはもう９か月も前のことだなんて。

私たちもだんだん“押し出されていく波”になって、七期生たちから砂浜にうちあげられちゃうのかな...（笑）
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久しぶりの登場。

2012.06.12

ずいぶん長いこと日記を書いていませんでした。

どうしてかというと、理由は二つ。一つはクラス替えのあとちょっとごたごたしていたので。二つ目の理由は、どうやら自分は逃避しちゃっているらしい、ということ。

 

そう、まさに逃避。だって日記を書くといやでも時間の存在を認識させられてしまうから。無意識下ではもう帰国までのカウントダウンが始まって、時間の流れにため息をつき
ながら、不安な気持ちがもやもやとわきおこっている。時間を無駄にしちゃいけないとは思っても、何から手を付けたらいいのかがわからない。

私や、私たち六期生にとっては、中国への帰国は近くて遠い感じがする未知数のもの。葛藤する気持ちはあっても、実際にその時になってみなければわからない。でもこんな葛
藤を乗り越えて、じっくり物事を考えられるようになって、以前よりずっと成長できるのかもしれないね。

なにはともあれ、これからが肝心。残された36、7日間、この“わずかな日々”を大切に過ごさなくちゃ。自分だけの思い出をこれからもつくっていこう。
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テストの終わりにて

2012.07.06

やっと終わった…

って言うか、既に終わっちゃったのほうが…

 

カウントダウン始まってしまうと、何でも速すぎる。気づいたら、ほとんどの出来事は「最後」なり...まあ、皆と楽しく過ごしてきた　（＾з＾）ヾ　

皆、ありがとう。

 

テストも終わったら、前返事してないことも浮かんで来るし、色んな提出物の締め切りも迫ってくる　（＞＜）о　。．

そう、頑張らなきゃ！

 

さて、大分前の話だけど、越前市での和紙作り体験の成果を発表！

濡れた頃の半製品

 

初披露！～　　（＾０＾）／
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合計四枚

この花びら、もともと紫だったのにもかかわらず、結局厚すぎて、元の色見えず…

得意ワザ～

 



こんな…ナウいもの？…　

こんなスタイルの好き嫌いは、人それぞれかなぁ

紅葉！＞＜о　。．

隅っこの金粉みえるかなぁ？…

 

フーッ、楽しかった。　　\（＾▽＾）/

連れてくれたママと姉ちゃん、ありがとう。

これは日本語で投稿されたものです



第2の故郷

2012.07.18

別れがこんなにつらいなんて知らなかった

別れがこんなに成長させてくれるなんて経験も初めてだった

 

笑って集い、泣いてお別れ。

ついさっきまで必死になって荷物を整理して

ついさっきまでお父さんとお母さんから、あれもこれも持っていきなさいってバタバタと言われていて

さっきまで一人で教室のすみから窓の外の見慣れぬ風景を眺めて...

 

ついさっきみっつもの大きな荷物を出した。

ついさっきhostfamilyのお父さんと面白い話をしていた。

さっきfbに帰るのがつらいって書き込んだ。友達にメールで明日駅で泣いちゃだめだよって送った...

 

青春は、粛々と過ぎてゆくもの

 

300日あまりの日々、一緒に過ごしてくれた人々に、感謝

 

きっと、また会えるよね。
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お久しぶりです

2013.11.17

皆さん、お久しぶりでーす!

私は今、済南で高校に通っていて、6期生の程程ちゃんともう一人の7期生と同じクラス～(^^♪

中国に帰って使わなくなっちゃったんですけど、これからどんどんこのサイトで近況報告しますので宜しくお願いしまぁす
(*^_^*)

これは日本語で投稿されたものです
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ようやく、済南にも出来た「中日交流之窗」

2013.12.14

11月23日、山東師範大学で行われた「日中ふれあいの場」のオープニングイベントに参加したよ～～(^^ゞ

午前中の式典で前列に座ってる人が吉川所長だと、一目で分かりました。せっかくなので展示会見学がてらにご挨拶を～♪♪しかも先生が私のことを覚えてくださって、嬉しい
限りでした！

午後は留学体験談、クイズ大会【大会っつっても「〇」か「×」のジェスチャーで自分の答えを表すしかできなかった。。。まあインタビュゥされた人もいたケド、皆はテンシ
ョン高く楽しんでたよ】、コスプレショーや着物講座などがあり、とても勉強になりました。私は中国人先生の呉服文化に対する詳しさに感心しました。日本語を勉強する目的
は言語をマスターするだけではなく、伝統的な文化や国の現状などにも関心を持つという信念をもう一度堅めました。上海財経大学の先輩方や日本からいらっしゃった大学生の
皆さまがこの事業に注いだ熱情に心を打たれ、私もこれから引続きふれあいの場事業を支持して行きたいです！

これは日本語で投稿されたものです
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